
２０１６年１１月２０日 主日礼拝    
 

司  会        ①浅井兄    ②藤樫兄    ③岸兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①石橋兄    ②綴木兄 

 

                                       賛  美  聖歌４８０番「輝く日を仰ぐとき」 

                 （感謝しつつ主の門に）（注ぎたまえ主よ） 

ヤベツの祈り 

    

聖  書    ①②                 詩篇２７篇１～６節  （Ｐ７６８） 

                     ③                  ヤコブへの手紙２章１４～２０節  （Ｐ３６２） 

                                                                                                                                             

音  楽                                                  ①     北島美佐子姉（伴奏：白鳥直美姉） 

         ②③    宮田四郎兄（伴奏：佐久間美江姉） 

証  詞                        ①②村上眞知子姉（ドルカス会） 

      

メッセージ   ①②           「みなしごの父」            坪井永城副牧師 

                                               ③   「プロテスタントの大失敗」                                                大川従道牧師 

 

賛  美                    「大波のように神の愛が」 （献金） 

頌  栄  「主の祈り」  
                                                                    祝   祷                        

 

【大和ニュース】  

☆本日『ワトトコンサート』１６時開演。１５時１５分開場。お祈り下さい！ 

・ バスは１５：００、１５：２０、１５：４０。大和駅・相鉄口より無料送迎。当日券少しあり。 

・ 本日、入門講座Ⅲ、送迎駐車場奉仕会、J.Plus（中・高・学・青）。 

* 東京カルバリーは５時。広尾の教会。説教は大川牧師。特賛はＮＣＭ２（Ｌ.Ａ.より） 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜は倉知副牧師。木曜朝はグドール師（札幌ＩＣＦ） 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時から１０時半。説教は梅津補教師。 

☆転入会者歓迎！ ①小林宏兄（アブラハム会） ②小林陸子姉（サラの会）ハワイＩＪＣＣより。 

☆クリーンキャンペーンは、教会外まわりの大掃除。ご協力下さい。土曜朝１１時より。 
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石の枕  
  

  
 大和教会には、福祉関係のお仕事をされている兄姉が何人もおられます。 
 「社会福祉法人・愛の鈴」の理事長は、植草三樹男さん。管理者は植草光子 
さん。そのご苦労は言葉に表わせないほどの大きさである。私はこのお二人の 
お働きを心から尊敬し、主の助けを祈っている。皆さん！お願いです。祈りと 
愛をもって支えて下さい。 
 お働きの様子は「愛の鈴通信」で分かりますが、今月号（Ｎｏ．４３）の、お二 
人の文章はすばらしいです。私の心に届きましたが、全国の福祉関係者の方々 
にも読んでいただきたいと思いました。掲示板に掲げましたのでお読み下さい。 

 
 三浦綾子『１００の遺言』（込堂一博著）より。 
 本当は、皆が一言ずつ、もう一声ずつ声をかけて、「可愛いね」とか、「い 
い子だね」とか言ってくれたら、島さんという人生は変わったかもしれないと 
思います。（『なくてはならぬもの』より） 
 この島さんというのは、島秋人。これはペンネームですが、この人は２５歳 
の時、殺人を犯し、３３歳で処刑されました。彼は死刑が確定した時、自分の 
人生を振り返ってみましたが、これまで何も良いことがなく、誰からもほめら 

れたことがありませんでした。 
 ただ一度だけ、中学の教師に「おまえは、図画はあまり上手じゃないけれど 
も、構図はクラスで一番うまい」とほめられたことを思い出して、心の中が明 
るくなったと言います。三浦綾子さんは、この島死刑囚の人生を顧みて、教師 
や親からもっとほめられていたら、彼の人生は全く変わっていたのではないか 
と述べています。 
 
 大川牧師は孫娘からラブレターをもらってご機嫌です。なんと、額に入れて 

飾ってニコニコしています。『ダディへ いつも、ありがとう ♡ 
                大好きです ♡  ○○○より 』 
 ７４歳の牧師でも、年齢的には人生のベテランでも、海千山千通って来た人 
でもほめられたり、愛されたり、優しい言葉をかけられると気持が明るくなり、 
生きる力をいただけます。人に優しい言葉を使いましょう。主が喜んで下さいます。 
ちなみに大川牧師は『皆さんのこと、大好きです。ありがとう。感謝しています!!』 
 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：ヤコブ２章～Ⅰペテロ３章  Ｂコース：エゼキエル２２章～３７章 


